
令和６年４月２６日 

国土交通省関東地方整備局 

常陸河川国道事務所 

常総国道事務所 

宇都宮国道事務所 

 北首都国道事務所 

令和６年度 

関東地方整備局（茨城県内）道路関係予算の概要について

 常陸河川国道事務所、常総国道事務所、宇都宮国道事務所、北首都国道事務所では、東関

東自動車道、一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）をはじめ茨城県内の下記の

道路整備を行っています。 

令和６年度は、４事務所計約３３８億円で事業を実施します。 

主な事業箇所は、以下のとおりです。 

《主な事業箇所》 

１．東関東自動車道水戸（みと）線（潮来（いたこ）～鉾田（ほこた）） 

【常陸河川国道事務所、常総国道事務所】 

２．一般国道 468 号 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）【常総国道事務所、北首都国道事務所】 

３．一般国道 6 号 牛久土浦（うしくつちうら）バイパス【常総国道事務所】 

４．一般国道６号 千代田石岡（ちよだいしおか）バイパス【常陸河川国道事務所】 

５．一般国道 50 号 結城（ゆうき）バイパス【宇都宮国道事務所、常陸河川国道事務所】 

令和５年５月２７日全線４車線化開通済です 

６．一般国道 51 号 神宮橋（じんぐうばし）架替【常陸河川国道事務所】 

＜発表記者クラブ＞ 茨城県政記者クラブ 栃木県政記者クラブ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 

＜問い合わせ先＞  

関東地方整備局 常陸河川国道事務所 

電話：０２９－２４０－４０６１（代表） FAX：０２９－２４０－４０８５ 

副所長（技） 石﨑 睦（いしざき むつみ）（内線：２０５） 

関東地方整備局 常総国道事務所 

電話：０２９－８２６－２０４０（代表） FAX：０２９－８２６－４６７１ 

副所長（技） 阿部 稔（あべ みのる）（内線：２０５） 

関東地方整備局 宇都宮国道事務所 

電話：０２８－６３８－２１８１（代表） FAX：０２８－６３８－２８７１ 

副所長（技） 森 芳徳（もり よしのり）（内線：２０４） 

関東地方整備局 北首都国道事務所 

電話：０４８－９４２－４０４１（代表） FAX：０４８－９４２－８２０５ 

副所長（技） 宮澤 哲也（みやざわ てつや）（内線：２０４） 
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■令和６年度 主な茨城県内直轄事業予算総括表
■事業箇所図
改築事業
①東関東⾃動⾞道⽔⼾線（潮来〜鉾⽥）
②国道468号 ⾸都圏中央連絡⾃動⾞道（圏央道）
③国道4号 春⽇部古河バイパス
④国道6号 ⽜久⼟浦バイパス
⑤国道6号 千代⽥⽯岡バイパス
⑥国道6号 酒⾨町交差点⽴体
⑦国道6号 東海拡幅
⑧国道6号 ⼤和⽥拡幅
⑨国道6号 ⽇⽴バイパス（Ⅱ期）
⑩国道6号 勿来バイパス
⑪国道50号 結城バイパス
⑫国道50号 下館バイパス
⑬国道50号 協和バイパス
⑭国道50号 桜川筑⻄IC関連（延伸）
⑮国道51号 潮来バイパス
⑯国道51号 神宮橋架替

交通安全事業
⑰国道6号 ⽯岡市役所⼊⼝交差点改良
⑱国道6号 ⼩幡南交差点改良
⑲国道51号 ⼦⽣歩道整備
⑳国道6号 けやき台⼊⼝交差点改良
㉑国道6号 国道４６１号⼊⼝交差点改良

電線共同溝事業
㉒国道6号 上稲吉電線共同溝 他１０箇所

維持管理
道路調査の⾒通し

ー ⽬ 次 ー
３
４

５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

21
22
23
24
25

26
27
28
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常総国道 常陸河川国道 宇都宮国道 合計

東関東⾃動⾞道 − 19,300
国道468号 ⾸都圏中央連絡⾃動⾞道
（圏央道）

− − − −

国道4号 春⽇部古河バイパス − − 371 371

国道6号 ⽜久⼟浦バイパス 3,550 − −  3,550

国道6号 千代⽥⽯岡バイパス −  1,660 −  1,660

国道6号 酒⾨町交差点⽴体 −  150 −  150

国道6号 東海拡幅 −  825 −  825

国道6号 ⼤和⽥拡幅 −  1,375 −  1,375

国道6号 ⽇⽴バイパス（Ⅱ期） −  508 −  508

国道6号 勿来バイパス −  450 −  450

国道50号 結城バイパス −  130

国道50号 下館バイパス −  1,025 −  1,025

国道50号 協和バイパス −  200 −  200

国道50号 桜川筑⻄IC関連（延伸） −  140 −  140

国道51号 潮来バイパス −  71 −  71

国道51号 神宮橋架替 −  2,400 −  2,400

交通安全事業
（Ⅰ種）

国道6号 ⽯岡市役所⼊⼝交差点改良
国道6号 ⼩幡南交差点改良
国道51号 ⼦⽣歩道整備     等

−  484 −  484

交通安全事業
（Ⅱ種）

国道4号
国道6号  道路標識、区画線、CCTV等
国道50号
国道51号

−  310 45 355

電線共同溝事業 国道6号 上稲吉電線共同溝 他10箇所 −  805 −  805

合計 33,799

事業名
事業費

改築事業

19,300

130

令和６年度 主な茨城県内直轄事業予算総括表
令和６年度の主な茨城県内直轄事業の事業別内訳は以下のとおりです。

令和６年度 主な茨城県内 事業費（単位：百万円）

※１

※３

※１

※２

※３

※４

東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田）については、常陸河川国道事務所及び常総国道事務所にて、事業を実施しています。事業費については両事務所の総計を
記載しております。

国道50号結城バイパスについては、常陸河川国道事務所及び宇都宮国道事務所にて、事業を実施しています。事業費については両事務所の総計を記載しており
ます。

関東地方整備局関係予算とは別に、財政投融資を活用して、久喜白岡JCT～大栄JCT間については、４車線化事業を実施します。

上記のほか、維持管理費、調査費等があります。

※２
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茨城県

北茨城市

⾼萩市

⽇⽴市

東海村

ひたちなか市

⽔⼾市

茨城町

⼩美⽟市
⽯岡市

かすみがうら市⼟浦市

⽜久市

⿓ケ崎市取⼿市

常陸太⽥市

那珂市

美浦村

稲敷市
つくばみらい市

板東市

つくば市

常総市

⼤⼦町

常陸⼤宮市

城⾥町

笠間市

桜川市
筑⻄市

下妻市⼋千代町

⾏⽅市

潮来市

⿅嶋市

鉾⽥市

神栖市

阿⾒町

⼤洗町

茨城県内における主な直轄事業（道路）は、下図の箇所
において実施します。

①東関東自動車道水戸線

②国道468号
首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

④国道6号
牛久土浦バイパス

⑤国道6号
千代田石岡バイパス

⑥国道6号
酒門町交差点立体

⑦国道6号
東海拡幅

⑧国道6号
大和田拡幅

⑨国道6号
日立バイパス（Ⅱ期）

⑩国道6号
勿来バイパス

⑪国道50号
結城バイパス

③国道4号
春日部古河バイパス

⑫国道50号
下館バイパス

⑬国道50号
協和バイパス

⑭国道50号
桜川筑西IC関連（延伸）

⑮国道51号
潮来バイパス

⑯国道51号
神宮橋架替

E６

４

千葉県

埼玉県

栃木県

福島県

４

古河市

守⾕市

境町
五霞町

河内町
利根町

結城市

⑲国道51号
子生歩道整備

E６

潮来IC

つくば
中央IC

つくば牛久IC

牛久
阿見IC

阿見東IC

稲敷IC

稲敷東IC

常総IC
坂東IC

境古河IC

五霞IC

鉾田IC

北浦IC
(仮称)

麻生IC
(仮称)

日立中央IC

日立南太田IC

東海SIC

水戸南IC

千代田石岡IC

桜川筑西IC

凡例

開通済（ ）

開通済（ ）

事業中

4車線
以上 2車線

4車線
以上 2車線

⑰国道6号
石岡市役所入口交差点改良

⑱国道6号
小幡南交差点改良

⑳国道6号
けやき台入口交差点改良

㉒国道6号
上稲吉電線共同溝

㉑国道6号
国道４６１号入口
交差点改良
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ひがしかんとう じ どう しゃ どう み と せん いたこ ほこた

①東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田）
（潮来市、行方市、鉾田市）

Ｒ６年度事業費 １９，３００百万円

常陸河川国道事務所

常総国道事務所

令和６年度予定

事業の効果

事業の概要

○重要港湾群（鹿島港、茨城港）ならびに国際拠点である成田国際空港・茨城空港へのアクセ

スが向上し、国際競争力の強化が期待されます。

○災害発生に伴う代替路線として、高速道路ネットワークを形成し緊急輸送路の役割を果たす

ことが期待されます。

○他の高速道路とネットワーク化が図られ、周辺の観光資源へのアクセス性が向上し、周遊機

会の増加が期待されます。

東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田）は、重要港湾群（鹿島港、茨城港）や国際拠点で

ある成田国際空港・茨城空港へのアクセス性の向上や常磐自動車道、国道５１号の災害時

の代替路線の確保を図るとともに、北関東地域と東関東地域の連携交流の促進に寄与する

事業で、令和７～８年度開通を目指し事業を推進しています。

かしま いばらきいたこ ほこた

なりた いばらき じょうばん

かしま いばらき なりた いばらき

ひがしかんとう

○調査設計、橋梁上部工事、改良工事及び跨道橋工事を実施する予定です。

み と

北関東自動車道

３環状道路

茨城空港

鹿島港

茨城港

成田国際空港

首都圏

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線

（潮
来
～
鉾
田
）

東関東地域

北関東地域
常磐自動車道

国道51号

常陸河川国道事務所
整備区間延⻑ 1.2㎞

常総国道事務所整備区間

かすみ が うら

霞ヶ浦

令和７〜８年度開通予定

行方市両宿地区 改良工事
なめがた りょうしゅく

R6.2 撮影

⾄ ⽔⼾

⾄ 千葉

１

①
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常総国道事務所

北首都国道事務所
しゅ と けんちゅうおうれんらく じ どう しゃどう けんおうどう

②国道468号 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）
（五霞町、境町、坂東市、常総市、つくば市、牛久市、阿見町、稲敷市）

国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏の幹線道路の骨格となる３環

状９放射の道路ネットワークを形成し、都心から半径およそ４０ｋｍ～６０ｋｍの位置に計

画された総延長約３００ｋｍの環状の高規格幹線道路です。

そのうち、久喜白岡JCT～大栄JCT間については、東日本高速道路株式会社と共同で４車線

化事業を実施＊しています。

令和６年度予定

事業の概要

○調査設計、橋梁上下部工事、改良工事を実施する予定です。

しゅ と けんちゅうおうれんらく じ どう しゃ どう けんおうどう

事業の効果

令和６年３月撮影

つくば中央ＩＣ～つくばＪＣＴ（館野高架橋付近）
たて の こう か きょうちゅう おう

令和６年４月撮影

坂東市

つくば市
阿見町

稲敷市

神崎町

成田市

常総市

境町

五霞町

常総IC

坂東IC
境古河IC

五霞IC

幸手IC

つくば
中央IC

つくば
JCT 牛久

阿見IC
阿見東IC

江戸崎PA

稲敷IC
稲敷東IC

神崎IC

下総IC

大栄JCT

至 柏

茨城県 千葉県
千葉県埼玉県

つくば
牛久IC

坂東PA

国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡ＪＣＴ～大栄ＪＣＴ） 延長９２．２ｋｍ

国 道

408
ROUTE

国 道

408
ROUTE

国 道

51
ROUTE

国 道

125
ROUTE

国 道

294
ROUTE

国 道

294
ROUTE

国 道

125
ROUTE

国 道

354
ROUTE

国 道

354
ROUTE

国 道

354
ROUTE

国 道

6
ROUTE

国 道

6
ROUTE

国 道

4
ROUTE

国 道

4
ROUTE

開通⾒通し

R6年度まで R7-8年度※ R7-8年度※R6年度までR7-8年度※

※借地契約等が速やかに完了する場合

2

1

開通済（４⾞線）
事業中（暫定２⾞線開通済）
事業中

凡例

L=19.4km L=11.9km L=5.9km L=6.0km L=10.6km L=9.7kmL=9.1km
R7-8年度※

L=6.9km

R6年度
まで
L=4.2km

R5.3.31開通
L=8.5km

神崎ＰＡ（仮称）

千
葉
県
成
田
市
吉
岡

ち

ば

な
り
た

き
ち
お
か

埼
玉
県
久
喜
市
下
早
見

さ
い
た
ま

く
き

し
も
は
や
み

○圏央道沿線では企業立地が進み、雇用や税収の増加といった効果が現れています。

物流の効率化等により、企業活動の生産性が向上しています。

至：千葉

至：埼玉

① ②
至：埼玉

至：千葉

五霞ＩＣ～境古河ＩＣ（利根川橋付近）
と ね がわ ばしご か さかい こ が

R5.3.31開通

く き しら おか たいえい

久喜白岡JCT

牛久市

＊関東地方整備局関係予算とは別に、財政投融資を活用して、４車線化事業を実施

R7-8年度
外回り：R7-8年度
内回り：R7年度
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かす か べ こ が

③国道４号 春日部古河バイパス
（五霞町、境町、古河市）

Ｒ６年度事業費 ３７１百万円

宇都宮国道事務所

新４号国道は、埼玉県越谷市を起点とし栃木県宇都宮市に至る、延長約80.5kmの道路です。

宇都宮国道事務所では、茨城県猿島郡五霞町から栃木県宇都宮市までの延長約62kmの区間の整

備を行っています。

新４号国道が整備されることにより、地域間の連携を強化し、並行する現道や市街地周辺の

交通渋滞の緩和及び交通安全の確保を図ります。

令和６年度予定

事業の概要

○調査設計、幸主地区ほか改良工を

実施する予定です。

こしがや う つの みや

さ しま ご か う つのみや

事業の効果

○春日部古河バイパスの整備により、現道の交通がバイパスへ転換し、渋滞の緩和が見込

まれます。

○現道や平行路線からの交通転換が図られ、交通事故の減少が見込まれます。

○沿線地域に多くの工業団地が整備されており、地域産業の活性化への支援が期待されます。

こうしゅ

こう しゅ

①（仮）元栗橋跨道橋（消防署前交差点）付近
もとくりはし

至 福島

至 東京

幸主跨道橋

② 幸主跨道橋付近

（仮）元栗橋跨道橋

幸主跨道橋

消防署前交差点

至 福島

至 東京
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うし く つち うら

④国道６号 牛久土浦バイパス
（牛久市、つくば市、土浦市）

Ｒ６年度事業費 ３，５５０百万円

常総国道事務所

国道６号牛久土浦バイパスは、牛久市、土浦市周辺市街地の交通混雑の緩和、交通安全

の確保及び首都圏中央連絡自動車道へのアクセス向上を目的とした、延長１５．３ｋｍの

バイパス事業です。平成２３年１１月までに、国道４０８号から学園東大通りまでの延長

３．９ｋｍが、令和４年３月２６日に起点側国道６号から都市計画道路城中田宮線までの

延長１．３ｋｍが暫定２車線で開通しています。

令和６年度予定

事業の概要

○調査設計、用地買収、改良工事、橋梁上部工事を実施する予定です。

うし く つち うら うし く つち うら

がくえんひがしおおどお

しゅ と けんちゅうおうれんらく じ どう しゃ どう

じょうちゅうた ぐう

事業の効果

○国道６号現道から交通の転換が図られ、混雑緩和および事故の減少が見込まれます。

○圏央道へのアクセスを強化するとともに、周辺地域への大規模模商業施設の立地など

地域の活性化を支援します。

延長 1.6km
(2/4)

H15.3開通 H23.11開通

土浦市
つちうら

つくば牛久IC
うし く

牛久市
う し く

取手市
と り で

つくばみらい市

阿見町
あ み

つくば市

牛久沼

至

水
戸

至

柏
国 道

408
ROUTE

国 道

354
ROUTE

国 道

6
ROUTE

国 道

354
ROUTE

国 道

125
ROUTE

国 道

6
ROUTE

国 道

6
ROUTE

牛
久
市

遠

山

町

う
し
く

と
お
や
ま
ち
ょ
う

（起）

土
浦
市

中

つ
ち
う
ら

な
か

（終）

う し く つ ち う ら

国道６号 牛久土浦バイパス 延長１５．３km

牛久土浦バイパス
延長１．３km

牛久土浦バイパス(Ⅲ期)
延長５．５km

牛久土浦バイパス(Ⅱ期)
延長１．９km

牛久土浦バイパス(Ⅱ期)
延長２．７km

牛久土浦バイパス
延長３．９km

牛
久
市

城

中

町

う
し
く

じ
ょ
う
ち
ゅ
う
ち
ょ
う

つ
く
ば
市

高
崎

た
か
さ
き

つ
く
ば
市

西
大
井

に
し
お
お
い

つ
く
ば
市

稲
岡

い
な
お
か

土
浦
市
中
村
西
根

つ
ち
う
ら

な
か
む
ら
に
し
ね

つくばJCT

延長 2.3km
(2/4)

R4.3開通

延長 1.3km
(2/4)

２

国道４０８号付近 学園東大通り付近

１

令和６年４月撮影令和６年４月撮影

至 東京

至 水戸① ②

至 東京

至 水戸

8/28



国道６号千代田石岡バイパスは、土浦市、かすみがうら市及び石岡市内の交通混雑緩和を目的

としたバイパス事業です。

平成１０年１２月にかすみがうら市市川から石岡市東大橋までの延長5.8ｋｍが地域高規格道路

「百里飛行場連絡道路」として整備区間に指定されています。

ち よ だ いしおか

⑤国道６号 千代田石岡バイパス
（土浦市、かすみがうら市、石岡市、小美玉市）

Ｒ６年度事業費 １，６６０百万円

常陸河川国道事務所

令和６年度予定

事業の効果

事業の概要

○茨城空港へのアクセスが向上し、茨城空港の更なる利用者の増加や物流機能の強化が期待

されます。

○国道６号現道の交通混雑が緩和され、周辺地域の物流の効率性の向上が期待されます。

〇調査設計、用地買収、改良工事、橋梁上下部工事を実施す

る予定です。

国道６号石岡市内の渋滞状況

ち よ だ いしおか つ ち う ら いしおか

いちかわ いしおか ひがしおおはし

ひゃく り

いばらき いばらき

⾄ ⽔⼾

⾄ 東京

至 水戸

小美玉市

つちうらきた

土浦北IC

かんだつ

神立工業団地

かすみがうら市

土浦市

至 東京

至 上野駅

一般国道６号千代田石岡バイパス 延長15.7km
つ
ち

う
ら

な
か

ぬ
き

土

浦

市

中

貫

(終)(起) 事業化区間 延長5.8km

い
ち
か
わ

か
す
み
が
う
ら
市
市
川

ち よ だ いしおか

千代田石岡IC

石岡市

T’21=25,407台/日
K=2.33

T’21=32,269台/日
K=1.97

T’21=24,594台/日
K=1.64

E6

主要渋滞箇所

6号バイパス中貫
入口交差点

主要渋滞箇所

下稲吉交差点

主要渋滞箇所

恋瀬橋北交差点

主要渋滞箇所

山王台交差点

主要渋滞箇所

旭台一丁目
交差点

主要渋滞箇所

中貫工業団地
入口交差点

いしおか お み たま

石岡小美玉SIC

E6

い
し
お
か

ひ
が
し

お
お
は
し

石
岡
市
東
大
橋

い
し

お
か

ひ
が
し

お
お

は
し

石

岡

市

東

大

橋

主要渋滞箇所

下土田南交差点

凡 例
開通済

事業中
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さか ど ちょう

⑥国道６号 酒門町交差点立体
（水戸市）

Ｒ６年度事業費 １５０百万円

常陸河川国道事務所

令和６年度予定

事業の効果

事業の概要

○国道６号酒門町交差点付近の速達性向上が期待されます。

○交通混雑の緩和により、速度低下に起因する交通事故の減少、混雑を避ける車両の抜け道利

用が減少することによる通学児童の安全性向上が期待されます。

○調査設計を実施する予定です。

国道６号酒門町交差点立体は、水戸市内の交通混雑緩和と交通安全確保及び物流性向上を目

的とした茨城県水戸市住吉町から同市酒門町までの延長１．１ｋｍの立体事業です。

み とさかどちょう

すみよしちょう さかどちょうみ と

N

国道６号酒門町交差点の混雑状況

⾄⼟浦

⾄⽇⽴

さかどちょう

一般国道６号 酒門町交差点立体 延長1.1km

（起）

茨城町

ひたちなか市

茨城町バイパス
H2暫定完成
延長7.8ｋｍ

水戸バイパス
S48完成

延長13.5ｋｍ

いばらき まち ひがし

茨城町東IC

み と みなみ

水戸南IC

み と おおあらい

水戸大洗IC

ひたちなかIC

暫定開通（2/4） 暫定開通（4/4）

水戸市

至

土
浦

至

日
立

勝田拡幅
S49完成

延長8.0ｋｍ
開通（4/4）

み

と

さ
か
ど
ち
ょ
う

水
戸
市
酒
門
町

（終）
み

と

す
み
よ
し
ち
ょ
う

水
戸
市
住
吉
町

凡 例
開通済

事業中
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とう かい

⑦国道６号 東海拡幅
（那珂市、東海村）

Ｒ６年度事業費 ８２５百万円

常陸河川国道事務所

国道６号東海拡幅は、那珂市及び東海村内の交通混雑緩和と交通安全の確保及び物流生産性

向上を目的とした那珂市向山から那珂郡東海村石神外宿までの延長３．１ｋｍの現道拡幅事業です。

事業の効果

○東海拡幅の整備により、渋滞ボトルネックが解消し著しい速度低下に起因する交通事故が

減少するとともに、平常時・災害時を問わない物流確保による生産性向上への支援が期待

されます。

東海拡幅区間の渋滞状況

な か

とう かい な か とう かいむら

むこうやま な か とう かいむら いしがみ と じゅく

⾄ ⽔⼾

⾄ いわき

とう かい

とう かい

○調査設計、用地買収を実施するとともに、改良

工事に着手します。

令和６年度予定

事業の概要

とうかい

東海駅

至

水
戸

至

い
わ
き

那珂市

東海村

ひたちなか市

日立市

常陸太田市

ひたちみなみおおた

日立南太田ＩＣ
とうかい

東海ＳＩＣ

さ わ

佐和駅

(起) (終)

とうかい

一般国道６号 東海拡幅 延長3.1km

な

か

む
こ
う

や
ま

那

珂

市

向

山

な

か

と
う
か
い
む
ら
い
し
が
み

と

じ
ゅ
く

那
珂
郡
東
海
村
石
神
外
宿

E６

凡 例
開通済

事業中
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○大和田拡幅の整備により、日立南太田ＩＣから茨城港日立港区や周辺工場間のアクセス性

向上などによる地域産業の発展が期待されます。

おお わ だ

⑧国道６号 大和田拡幅
（日立市）

Ｒ６年度事業費 １，３７５百万円

常陸河川国道事務所

国道６号大和田拡幅は、日立市内の交通混雑緩和を図るとともに、茨城港（日立港地区）、日立南

太田ＩＣとのアクセス向上を目的とした日立市神田町から同市大みか町までの延長３．３ｋｍの現道

拡幅事業です。

○調査設計、用地買収、改良工事を実施する予定です。

事業の効果

おお た かんだちょう おお ちょう

おお わ だ ひたち ひ たち

ひたち

いばらき

大和田拡幅区間の渋滞状況

至 いわき

至 水戸
おおわ だ

ひ たちみなみおおた ひ たちいばらきおお わ だ

令和６年度予定

事業の概要

ひたちみなみ

至 いわき駅
至 いわき

至 水戸

N
ひ

た
ち

か
ん

だ

ち
ょ
う

日
立
市
神
田
町

（起）
ひ

た
ち

お
お

ち
ょ
う

日
立
市
大
み
か
町

（終）

大みか町６丁目交差点
延長0.1㎞

平成25年3月31日
開通済(2/4)E６

おお わ だ

一般国道６号 大和田拡幅 延長3.3km

凡 例
開通済

事業中
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河原子港
会瀬港

至 水戸

ひ たちちゅうおう

日立中央ＩＣ

至 日立北IC

至 いわき

日立市

ひ

た
ち

た

じ
り
ち
ょ
う

日
立
市
田
尻
町

（終）

ひ

た
ち

こ
く

ぶ

ち
ょ
う

日
立
市
国
分
町

（起）
一般国道６号 日立バイパス 延長7.7km

延長3.0km(2/4)
ひ

た
ち

あ
さ
ひ
ち
ょ
う

日
立
市
旭

町

日立バイパス（Ⅰ期）
延長4.7km（2/4）【開通済】

平成20年3月29日
開通

延長1.6km（2/4）

平成15年5月10日
開通

延長1.0km（2/4）

平成13年3月24日
開通

延長1.6km（2/4）

平成6年3月
開通

延長0.5km（2/4）

鮎川橋

ひ たち

日立バイパス（Ⅱ期）

ひ たち

E６

ひ たち

ひ たち

⑨国道６号 日立バイパス(Ⅱ期)
（日立市）

Ｒ６年度事業費 ５０８百万円

常陸河川国道事務所

国道６号日立バイパス（Ⅱ期）は、日立市内の交通混雑緩和と交通安全の確保を目的とした日立

市国分町から同市旭町までの延長３．０ｋｍのバイパス事業です。

事業の効果

渋滞状況

日立バイパス（Ⅱ期）区間の渋滞状況

○日立バイパスの整備により、日立市内の工場間の配送所要時間が短縮されるなど、物流

効率が向上し、物流コストの低減や生産性の向上が図られることで地域産業の活性化が

期待されます。

ひ たち ひ たち

こくぶちょう

ひ たち

○調査設計、用地買収、環境整備工事を実施する予定です。

令和６年度予定

事業の概要

ひ たち ひ たち

あさひちょう

ひ たち

凡 例
開通済

事業中
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な こそ

⑩国道６号 勿来バイパス
（北茨城市、いわき市）

Ｒ６年度事業費 ４５０百万円

常陸河川国道事務所

○調査設計、公共補償、改良工事を実施する予定です。

令和６年度予定

事業の効果

事業の概要

国道６号勿来バイパスは、常磐バイパスと一体となって茨城県北茨城市から福島県いわき

市を結ぶ主要幹線道路の整備であり、災害時の代替路の確保及び交通渋滞の緩和等を目的と

した延長４．４ｋｍのバイパス事業です。常陸河川国道事務所においては、茨城県区間（北

茨城市関本町関本中～同市関本町関本中１．９ｋｍ）の整備を進めています。

勿来バイパスに並行する現道の状況

津波浸水状況

至 仙台

〔H23.3.11～13 約２日間通行止め〕

渋滞状況

きたいばらきじょうばんな こそ

せきもとちょうせき もと なか

いばらき

いばらき きた

ふく しま

津波浸水深
０．５ｍ

海岸線方向⇒

な こそ

① ②

浸水範囲

○勿来バイパスの整備により、津波浸水等の災害リスクを回避するネットワークが確保される

とともに、渋滞の緩和、アクセス改善により、茨城・福島県境沿岸地域の観光地の活性化が

期待されます。

いばらき ふくしま

な こそ

いばらき せきもとちょうせきもとなか

磐城国道事務所

※事業費は、常陸河川国道事務所分を記載

茨城県

北茨城市

福島県

いわき市

う え だ

植田駅

至水戸

な こそ

勿来バイパス 延長4.4km

茨城県区間
延長1.9km

福島県区間
延長2.5km

き
た

い
ば
ら

き

せ
き
も
と
ち
ょ
う
せ
き
も
と
な
か

茨
城
県
北
茨
城
市
関
本
町
関
本
中

(起)
な

こ
そ
ま
ち

し

さ
わ
か
ぎ

だ

勿
来
町
四
沢
鍵
田

福
島
県
い
わ
き
市

(終)

な

こ
そ
ま
ち
せ
き

た

せ
き
や
ま

福
島
県
い
わ
き
市
勿
来
町
関
田
関
山

常磐バイパス 延長27.7km

平成30年3月30日
４車線開通

平成28年3月15日
４車線開通

延長0.8km 延長1.4km 延長1.4km

さ
ぬ
か
ま
ち

い
か
り

だ

い
わ
き
市
佐
糠
町

碇

田

に
し
き
ま
ち

な
か
む
か
え

い
わ
き
市

錦
町

中

迎

に
し
き
ま
ち

い
か
ず
ち

い
わ
き
市
錦

町

雷

平成27年9月8日
４車線開通

き
た
い
ば
ら

き

せ
き
も
と
ち
ょ
う
せ
き
も
と
な
か

茨
城
県
北
茨
城
市
関
本
町
関
本
中

至仙台

E６

な こそ

いわき勿来ＩＣ

常陸河川国道事務所 磐城国道事務所

凡 例
開通済

事業中

1 2
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ゆう き

⑪国道５０号 結城バイパス
（結城市、筑西市）

Ｒ６年度事業費 １３０百万円

宇都宮国道事務所

国道５０号結城バイパスは、茨城県結城市小田林から筑西市布川までの、延長7.7kmのバイ

パス事業です。

令和５年５月２７日、結城市結城から筑西市布川までの、延長2.8km区間が４車線化開通し

たことにより、結城市小田林から筑西市布川までの、総延長7.7kmが全線４車線化開通しまし

た。

令和６年度予定

事業の概要

ゆう き ゆう き お だばやし ちくせい ぬのがわ

事業の効果

常陸河川国道事務所

○調査設計、環境整備工を実施する予定です。

○主要渋滞箇所の下川島交差点で渋滞が大幅に減少しました。

○４車線化区間で旅行速度が向上しました。

○結城バイパスと並行する旧道５０号の交通量が減少しました。

凡例

開通済

計画道路

① ②

① 新川島橋付近
しんかわしまばし

② 水戸方向から前橋方向を望む
まえばし

延長4.9km 延長2.8km

ゆうき

国道５０号結城バイパス 延長7.7㎞

⾄ 前橋

⾄ ⽔⼾

事業中

⾄ 前橋

⾄ ⽔⼾

み と

ゆう き お だばやし ちくせい ぬのがわ

ゆう き ゆう き ちくせい ぬのがわ

「令和5年５⽉２７⽇４⾞線開通」

15/28



しも だて

⑫国道５０号 下館バイパス
（筑西市）

Ｒ６年度事業費 １，０２５百万円

事業の効果

国道５０号下館バイパスは、筑西市内の交通混雑緩和と交通安全の確保を目的とした筑西

市下川島から同市横塚までの延長１０．６ｋｍのバイパス事業です。

ちく せいしも だて

しも かわ しま よこ つか

至 前橋

下館バイパス区間の渋滞状況

○下館バイパスの整備により、北関東自動車道の桜川筑西ICや周辺工業団地へのアクセス

性が向上し、周辺企業の物流効率の向上や地域の活性化が期待されます。

しもだて さくらがわちくせい

○調査設計、用地買収、改良工事、橋梁上下部工事を実施

する予定です。

令和６年度予定

事業の概要

ちく せい

常陸河川国道事務所

N

平成26年10月7日
開通

平成23年3月8日
開通

平成10年4月17日
開通

平成15年4月30日
開通

延長1.6km（2/4） 延長1.9km（2/4） 延長2.3km（2/4） 延長1.8km（2/4）

至水戸

しもだて

下館駅

筑西市

大
谷
川

た
か

だ

ち
く
せ
い

(

一)

高
田
筑
西
線

小
貝
川

至小山

鬼
怒
川

しもだて

一般国道５０号 下館バイパス 延長10.6km

暫定2車線開通済 暫定2車線開通済 暫定2車線開通済

延長3.0km 延長1.6km 延長1.9km 延長4.1km

ち
く
せ
い

し
も
か
わ
し
ま

筑
西
市
下
川
島

（起） （終）

ち
く
せ
い

か
み
わ
け

筑
西
市
神
分

ち
く
せ
い

く
り
し
ま

筑
西
市
栗
島

ち
く
せ
い

お
か
ぜ
り

筑
西
市
岡
芹

ち
く
せ
い

よ
こ
つ
か

筑
西
市
横
塚

いしおかちくせい

(主)石岡筑西線 ちくせい

(主)筑西つくば線

凡 例
開通済

事業中
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きょう わ

⑬国道５０号 協和バイパス
（筑西市、桜川市）

Ｒ６年度事業費 ２００百万円

事業の効果

○交通容量を確保し、茨城県と栃木県を結ぶ東西軸の速達性向上が期待されます。

○渋滞ボトルネックの解消により、著しい速度低下に起因する交通事故減少が期待されます。

○県内有数の農作物生産地から首都圏各所へ物流の効率性向上が期待されます。

○調査設計、用地買収を実施する予定です。

国道５０号協和バイパスは、筑西市及び桜川市内の交通混雑緩和と交通安全の確保及び物

流生産性向上を目的とした茨城県筑西市横塚から桜川市長方までの延長６．３ｋｍのバイパ

ス事業です。

ちくせい

よこつか

きょうわ

⾄ ⽔⼾

⾄ ⼩⼭

国道５０号の渋滞状況

さくらがわ

ちくせい さくらがわ おさかた

いばらき とち ぎ

いばらき

令和６年度予定

事業の概要

常陸河川国道事務所

きょうわ

国道５０号協和バイパス 延長6.3㎞

⾄
⼩
⼭

⾄
桜
川
筑
⻄
Ｉ
Ｃ

上野沼

⾄
⽔
⼾

至真岡ＩＣ
（終
）桜
川
市
長
方

さ
く
ら
が
わ

お
さ
か
た

（
起
）
筑
西
市
横
塚

ち
く
せ
い

よ
こ
つ
か

凡 例
開通済

事業中
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さくらがわちくせい

⑭国道５０号 桜川筑西IC関連（延伸）
（桜川市）

Ｒ６年度事業費 １４０百万円

令和６年度予定

事業の効果

国道５０号桜川筑西ＩＣ関連（延伸）は、国道５０号と北関東自動車道桜川筑西ＩＣとの

連携強化、開発が予定されている桜川筑西ＩＣ周辺地区整備計画により増加が見込まれる交

通量に対応するため、国道５０号の幹線道路としての機能を強化し、広域的に円滑な交通の

確保を目的とした桜川市長方から同市中泉までの延長１．２ｋｍの現道拡幅事業です。

さくらがわ ちく せい さくらがわ ちく せい

さくらがわ ちく せい

さくらがわ おさ かた なかいずみ

渋滞状況

桜川筑西IC関連（延伸）区間の渋滞状況

○令和７年春頃開通予定に向け、調査設計、舗装工事

を実施する予定です。

○桜川筑西ＩＣ関連(延伸)沿線の整備により、地域医療センターの開業など沿線で進行して

いる開発計画とあいまって企業の立地を促進するなど、新たな雇用創出への貢献や地域医

療の支援が期待されます。

さくらがわ ちく せい

さくらがわちくせい

事業の概要

常陸河川国道事務所

桜 川

上野沼

複合産業拠点ゾーン

さくらがわちくせい

桜川筑西ＩＣ

さ
く
ら
が
わ

お
さ
か
た

桜
川
市
長
方

さくらがわちくせい

一般国道５０号 桜川筑西IC関連(延伸)
延長1.2km(起)

さ
く
ら
が
わ

な
か
い
ず
み

桜
川
市
中
泉

(終)

住宅誘導ゾーン

至水戸

至小山

産業導入ゾーン

凡 例
開通済

事業中

至笠間西IC

至真岡IC
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きたうら

北浦

わにがわ

鰐川

行方市

潮来市

稲敷市

鹿嶋市

至 水戸

いた こ

一般国道５１号潮来バイパス 延長7.3km
い
た

こ

す

さ
き

潮
来
市
洲
崎

（終）
い
た

こ

う
わ

と

潮
来
市
上
戸

（起）
事業化区間 延長2.5㎞

完成4車線
開通済

延長1.2㎞
【区間①】

延長1.3㎞
【区間②】

（一）潮来佐原線
延長1.3㎞

平成14年4月25日開通
（4/4）

潮来ＩＣ

い
た

こ

こ

い
ず
み

潮
来
市
小
泉 い

た

こ

の
ぶ
か
た
に
し

潮
来
市
延
方
西

かすみがうら

霞ヶ浦

いた こ

⑮国道５１号 潮来バイパス
（潮来市）

Ｒ６年度事業費 ７１百万円

国道５１号潮来バイパスは、潮来市街地における交通渋滞の緩和を図るとともに、潮来市

のまちづくりと一体となって地域の活性化に寄与することを目的とした潮来市小泉から同市

洲崎までの延長２．５ｋｍのバイパス事業です。

いた こ いた こ いた こ

いた こ こいずみ

す さき

事業の効果

○潮来バイパスの整備により、鹿島臨海工業地帯や鹿島港(重点港湾)へのアクセスの向上など、

物流機能の強化や地域産業の発展が期待されるとともに、観光施設へのアクセス性が向上し、

地域の観光客の増加が期待されます。

いた こ か しま か しま

渋滞状況

至 千葉

至 水戸

潮来バイパス区間の渋滞状況
○ 調査設計、用地買収、改良工事を実施する予定です。 いたこ

令和６年度予定

事業の概要

常陸河川国道事務所

凡 例
開通済

事業中
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じん ぐう ばし

⑯国道５１号 神宮橋架替
（潮来市、鹿嶋市）

Ｒ６年度事業費 ２，４００百万円

令和６年度予定

事業の効果

事業の概要

国道５１号神宮橋は、架設後５０年以上が経過した老朽橋であり、東日本大震災により

橋脚にひびわれと沈下・傾斜が生じています。

今後、大きな地震により、落橋・倒壊に至る恐れのある変状が生じる可能性があるため

橋梁の架け替えを行う事業です。

じんぐうばし

○ 調査設計、橋梁上下部工事を実施する予定です。

○老朽化した神宮橋の架け替えを実施することにより、安全・安心な道路ネットワークが形成

されます。

じんぐ うばし

至 水戸

至 千葉

国道５１号神宮橋架替周辺の状況

常陸河川国道事務所

至千葉

至水戸

橋梁下部工の施工状況（令和5年7月撮影）

じん ぐう ばし

一般国道５１号神宮橋架替
延長1.8㎞

い
た

こ

す

さ
き

潮
来
市
洲
崎

か

し
ま

お
お
ふ
な
つ

鹿
嶋
市
大
船
津

新神宮橋
平成14年4月25日開通

延長1.8km

わにがわ

鰐川

きたうら

北浦

新神宮橋

神宮橋

潮来市

鹿嶋市

至 佐原駅

至 千葉 至 水戸駅

至 水戸

N（終）（起）

す さき

洲崎交差点

おお ふな つ

大船津交差点

おお ふな つ

大船津北交差点

E51

凡 例
開通済

事業中

１

１
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いしおか しやくしょ

⑰国道６号 石岡市役所入口交差点改良
（石岡市）

Ｒ６年度事業費 １０百万円

事業の効果

事業の概要

○事故対策として、横断歩道及び停止線前出し・巻き込み部張出し・路面標示等の設置を行うことに

より設置により、交通流が円滑化され、追突事故が低減し、安全性が向上します。

至 鉾田市

令和６年度予定

常陸河川国道事務所

調査設計を実施する予定です。

■平面図■位置図

50

51
事業箇所

⾄⼟浦

⾄⽔⼾

⽯岡市役所⼊⼝
交差点改良

凡 例
事業中区間

石岡市

⽯岡駅
E6

かすみがうら市

⾄⽔⼾

⾄⼟浦

⽯岡
市役所
◎

355

355

355

小美玉市

当該交差点は、死傷事故率が高く、事故危険区間（事故

ゼロプラン）に位置づけられている。水戸市から市役所方

向に強引に右折する車両が多く、対向直線車が避けよう

として急ブレーキをかけることにより追突事故が発生して

いる。また、交差点面積が多いため車両の速度が出やす

く、死亡事故につながりやすい自転車・歩行者との事故が

横断歩道上で発生しています。

このため、事故対策として、横断歩道及び停止線前出

し・巻き込み部張出し・路面標示等の設置を行うことで安

全性を確保します。
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おばた みなみ

⑱国道６号 小幡南交差点改良
（東茨城郡茨城町）

Ｒ６年度事業費 １０百万円

事業の効果

事業の概要

○事故対策として、横断歩道・停止線前出し・巻き込み部縮小路面標示・法定外看板等の設置により

、交通流が円滑化され、追突事故が低減し、安全性が向上します。

至 鉾田市

令和６年度予定

常陸河川国道事務所

調査設計を実施する予定です。

■平面図■位置図

50

51

事業箇所

⾄⼟浦

⾄⽔⼾

当該交差点は、死傷事故率が高く、事故危険区間（事故

ゼロプラン）に位置づけられている。交差点部における急

減速に伴う追突事故が発生してほか、常磐自動車道岩間

ＩＣにつながる交差点で特に大型車の右左折が多く、近隣

の中学・高校に通う自転車通学者も多い交差点となってい

ます。

このため、事故対策として、横断歩道・停止線前出し・巻

き込み部縮小路面標示・法定外看板等の設置を行うことで

安全性を確保します。

茨城町

E6

岩間ＩＣ

凡 例
事業中区間

笠間市

小美玉市

⼩美⽟
市役所
◎

⾄⽔⼾

⾄⼟浦

⼩幡南
交差点改良
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⑲国道５１号 子生歩道整備
（鉾田市）

Ｒ６年度事業費 ３６４百万円

令和６年度は、調査設計、用地買収、工事を実施する予定です。

令和６年度予定

事業の効果

事業の概要

■計画平面図

こ な じ

■位置図

現況（A-A’）

計画（A-A’）

単位：ｍ

■横断図

○歩道を整備することで、歩行者の安全・安心な通行空間が確保されます。

国道５１号子生地区は、近傍に旭東小学校・旭中学校が立地しており、

通学路に指定されておりますが、歩道幅員が狭隘であるため、危険な状況

となっております。

このため、鉾田市子生から玉田までの延長約１.０ｋｍの区間において、

既設歩道の拡幅を行うものです。

子生歩道整備 延長約１.０ｋｍ

こ なじ あさひひがし あさひ

ほこた こ なじ たまだ

出典：電子国土

常陸河川国道事務所

至 鹿嶋市

至 水戸市

凡例

歩道整備区間

50

51

事業箇所
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だい

⑳国道６号 けやき台入口交差点改良
（水戸市）

Ｒ６年度事業費 ５０百万円

事業の効果

事業の概要

○事故対策として、交差点のコンパクト化・路面標示・カラー舗装・法定外看板の設置により、交通流

が円滑化され、追突事故が低減し、安全性が向上します。

至 鉾田市

令和６年度予定

常陸河川国道事務所

工事を実施する予定です。

■平面図■位置図

50

51

事業箇所

当該箇所付近は、市街化され沿道には商業施設が建ち

並んでいる。見通しの良い直線区間であるため、早い速度

で交差点に進入し追突事故が発生しています。

このため、交差点のコンパクト化・路面標示・カラー舗装・

法定外看板の設置を行うことで安全性を確保します。

⾄酒⾨町交差点

⾄⽔⼾南IC

⽔⼾南IC

凡 例
事業中区間

茨城県庁 けやき台⼊⼝
交差点改良
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㉑国道６号 国道４６１号入口交差点改良
（日立市）

Ｒ６年度事業費 ５０百万円

事業の効果

事業の概要

○事故対策として、交差点のコンパクト化・路面標示・カラー舗装・法定外看板の設置により、交通流

が円滑化され、追突事故が低減し、安全性が向上します。

至 鉾田市

令和６年度予定

常陸河川国道事務所

工事を実施する予定です。

■平面図■位置図

50

51

事業箇所

当該箇所付近の下り線は田園が広がる見通しの良い直

線区間であり、上り線側はカーブの抜けた直線区間に交

差点があるため、早い速度で交差点に進入し追突事故が

発生しています。

このため、交差点のコンパクト化・路面標示・カラー舗装・

法定外看板の設置を行うことで、安全性を確保します。

⾄⽔⼾

⾄いわき

国道461号⼊⼝
交差点改良

凡 例
事業中区間

⾼萩駅

⼗王駅

⾼萩市

⽇⽴市

461E6
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国道６号上稲吉電線共同溝は、茨城県かすみがうら市上稲吉～下稲吉の延長１．０ｋｍの

電線共同溝整備事業です。

事業の概要

令和６年度予定

令和６年度は、調査設計及び本体工事を実施する予定です。

事業の効果

■平面図■位置図

■現地状況 ■断面図

○無電柱化を推進することで、道路の防災性の向上、安全で快適な通行空間の確保、良好な

景観の形成や観光振興等の観点に寄与するものと期待されます。

かみいなよし かみいなよしいばらき

一般国道６号
上稲吉電線共同溝

しもいなよし

国土地理院の地図を加工して使用しております

歩道

2.5m

歩道

2.5m

車道

10.5m

電線共同溝 電線共同溝

至 水戸市

至 東京

かみいなよし

㉒国道６号 上稲吉電線共同溝
（かすみがうら市）

Ｒ６年度事業費 １５０百万円

常陸河川国道事務所

１

１
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⼀般交通に⽀障をきたさないよう道路を良好な状態に保つため、「道路パトロール」「落
下物処理」「舗装補修」「清掃」「除草」「樹⽊の剪定」「除雪」などのほか、橋梁等の
「点検」「補修」などを実施します。

また、地震時などの災害に備え「橋梁の耐震対策」「道路啓開訓練」を実施します。

茨城県内（一部千葉県を含む）の国道４号、国道６号、国道５０号、国道５１号の４路線、総延長約

３２７ｋｍにおいて、良好な道路の機能を維持し、安全を保つため道路の維持管理を行っています。

除草

橋梁点検樹木の剪定

落橋防止

橋脚の補強

橋梁の耐震対策

補修後

橋脚の損傷

舗装補修道路パトロール

橋梁の補修

令和６年度予定

道路啓開訓練

除雪

補修前

いばらき ち ば

道路維持管理

国道４号、６号、５０号、５１号

事業の概要

常陸河川国道事務所

宇都宮国道事務所
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＜道路調査の流れ＞

茨城県内の国道6号の未整備区間については、交通の円滑化を図るため、関係自治体と確認した当面の進

め方を踏まえ、都市計画手続きや概略ルート・構造の検討に向けた調査を進めます。

鹿行南部地域への高規格道路アクセス向上のため、関係機関とともに基本方針の検討を進めます。

その他の未整備区間についても、当該地域の交通状況、社会経済状況や道路網の課題等を調査し、優先

区間の検討や道路網の中での必要性・整備効果の整理等を進めます。

さらに、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベルを把握するためのデー

タ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、妥当性に関する基礎的な調査を実施します。

都市計画・環境アセスメントを進めるための調査

茨城県 国道6号 小美玉道路（仮称）

令和６年度の道路調査の見通しについて（ネットワーク）

個別路線の事業化に向けて、ルート・構造検討に係る調査等を進めます。
主な調査箇所は、下記の通りです。

【主な調査箇所】

お み たま

ろ っ こ う

令和６年度関東地方整備局関係予算概要
（茨城県該当部分を抜粋）

潮来IC周辺において、関係自治体と連携し、地域の意向を把握しつつ、
交通拠点における機能強化の必要性等の調査を実施します。

＜交通拠点の調査の流れ＞

令和６年度の道路調査の見通しについて（交通拠点）
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